
大阪府子ども計画における青少年健全育成に関する取組について

【様式１】　大阪府子ども計画「第４章３．個別事業の取組」「第７章　都道府県子どもの貧困対策計画」進捗確認資料

子ども計画　第４章３．　個別事業の取組

基本方向３　若者が自立できる社会

14　子ども・若者が再チャレンジできる仕組みづくりの推進

（１）子ども・若者への支援
における市町村による支
援ネットワークの構築

1
市町村による支援ネット
ワークの構築の促進

　市町村において子ども・若者への支援が効
果的に行われるよう、福祉、医療、労働、教育
等の関係機関や民間支援団体の連携を促進
することなどにより、市町村における子ども・若
者支援地域協議会等のネットワーク構築を支
援します。

第４章３． 4,022 3,703 4,267

子ども・若者育成支援推進法に基づく地域協議会の設置を
はじめ、社会生活を円滑に営む上での様々な困難を有する
青少年への支援が適切に行われるよう、府は広域自治体と
して、府内市町村間の関係性の構築や、支援ノウハウを持
つ民間支援団体と市町村の連携が図れるよう、市町村を支
援した。
・子若協議会及び専門部会　１回
・市町村と民間支援団体との意見交換会　１回
また、市町村における困難を有する青少年支援の一環とし
て、ひきこもり支援を充実させたいと考える市町村と共催
で、ひきこもり当事者・家族・支援者等の居場所づくりに関す
るイベントを開催した。
・講演会　１回
・対話交流イベント　１回
・ひきこもり当事者会　２回
・ひきこもり女子会　２回
・作り方講座　１回

（福）青少年
支援課

令和８年度予算額
(千円)
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資料４
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基本方向４　子どものすべての成長過程にわたる支援

21　ヤングケアラーへの支援

24　子どもの安全の確保や非行など問題行動の防止

1
小学校高学年等に対する
非行防止・犯罪被害防止
教室の推進

　大阪府内の小学生（高学年）を対象に、非行
防止・犯罪被害防止教室を実施し、少年の規
範意識の醸成を図るとともに犯罪被害防止の
ための取組を推進します。

第４章３． 0 0 0

（福祉部）
府内１０か所の少年サポートセンターにおいて、府内の小学
校５年生に対する非行防止・犯罪被害防止教室を行い、少
年の規範意識の醸成に努めた。

（福）青少年
支援課、
（警）少年課

3
少年サポートセンターにお
ける立ち直り支援事業

　補導された少年や、子ども家庭センターや学
校などで相談を受けている少年のうち、体験活
動等を通じた立ち直り支援が必要と判断した
少年に対して、様々な体験活動プログラムや
福祉専門的プログラムを実施します。非行が
進んでいない初期的段階の触法少年に対し
て、学校や保護者と連携を図るとともに、継続
的な面接指導を実施して少年の立ち直りを支
援し、再非行防止活動を推進します。

第４章３．

（青少年支援課）
70,099

（少年課）
（13,710の内数）

（青少年支援課）
70,099

（少年課）
（13,710の内数）

（青少年支援課）
98,711

（少年課）
未確定

・立ち直り支援が必要と判断した少年に対し、学習支援、田
植え等の農作業体験、繁華街での清掃活動等を実施するこ
とにより、社会貢献活動を体験させ、少年の更生を促進しま
した。
（令和７年中の立ち直り支援活動：４９９回）

（福）青少年
支援課、
（警）少年課

7
少年非行防止活動ネット
ワーク事業

　少年非行の防止と少年が犯罪に巻き込まれ
ることを防ぐことを目的として、地域のボラン
ティア等による少年非行防止活動ネットワーク
の定着化や活動活性化に向けた支援を行いま
す。

第４章３． 0 0 0
・H３０年度に全市町村でのネットワーク構築済み。
・関係機関と連携のうえ、地域で行われる該当巡回時にお
ける同行指導、研修講師などの活動支援を実施。

（福）青少年
支援課

　令和６年12月に改定した「大阪府ヤングケアラー支援推進
指針」に基づき、ヤングケアラー支援を全庁で総合的に推進
するため、「ヤングケアラー支援関係課長会議」を開催した。
　市町村担当課長会議の開催等を通じて市町村支援を行う
とともに、福祉専門職等を対象とした研修を実施した。
　令和７年６月から、主に18歳以上のヤングケアラーを対象
とした「大阪府ヤングケアラー相談」を開始し、ピアスタッフ
等による専門的な支援を行った。
　地域におけるヤングケアラー支援を行う民間支援団体に
助成を通じて支援を行った。
　・ヤングケアラー支援関係課長会議　１回
　・ヤングケアラー市町村担当課長会議・研修　２回
　・福祉専門職等を対象とした研修
　　（講師派遣11回・その他27回）
　・ポスター掲示等による周知啓発
　・大阪府ヤングケアラー相談
　　（相談・オンラインサロン・各種サポートの実施）
　・民間支援団体への助成　９団体

（福）青少年
支援課、地
域福祉課

（１）ヤングケアラーへの支
援

1
ヤングケアラー支援体制
強化事業

（２）非行など問題行動を
防ぐ施策の推進

　令和４年３月に策定した「大阪府ヤングケア
ラー支援推進指針」を改訂し、ヤングケアラー
に関する相談窓口の設置や好事例の共有な
ど、市町村への働きかけを推進します。また、
福祉専門職を対象とした研修を実施するととも
に、主に18歳以上のヤングケアラーを対象とし
たピアサポートやオンライン相談等の専門的な
支援を実施します。
　地域において18歳以上のヤングケアラーが
安心して過ごせる居場所を運営する民間支援
団体を支援します。

第４章３．

（地域福祉課）
6,398

（青少年支援課）
131

（地域福祉課）
6,220

（青少年支援課）
17

（地域福祉課）
6,629

（青少年支援課）
109
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25　青少年の健全育成の推進

1
インターネット上の有害情
報閲覧防止に係る努力義
務

　保護者や事業者等に対して、判断能力が未
熟な青少年がインターネット上の有害情報を視
聴しないための対応及び青少年のネット・リテ
ラシーの向上に関する努力義務を定めた条例
遵守を図ります。

第４章３． 195 195 272
ＳＮＳトラブルに関する啓発リーフレット（100,000部）を作成
し、府内全新中学１年生及び学校、市町村、関係機関（相談
窓口掲載機関等）等に配付。

（福）青少年
支援課

2

有害情報を遮断するフィル
タリングの利用促進及び
青少年のインターネット利
用に関する教育及び啓発
活動の推進

　携帯電話事業者や大阪府警察、教育庁等と
連携して、青少年や保護者に対してフィルタリ
ングサービスの周知徹底を図るとともに、青少
年が自ら考えて、性犯罪やゲーム課金の危険
性等を認識しながらインターネットを適切に利
活用できるよう、スマホ・ＳＮＳ安全教室、ワー
クショップの開催やターゲティング広告の実施
など教育啓発活動を展開します。

第４章３． 374 294 297

○ネットリテラシーの向上に向けた取組として、大阪の子ど
もを守るネット対策事業を実施。
・ネット利用をみんなで考えるプロジェクトの実施
　児童・生徒向・保護者等合同ワークショップを2回開催し、
ネット利用への理解を深めるた。
・ＯＳＡＫＡスマホアンケートの実施
　6月～７月に青少年のスマホ等の利用実態を把握するた
めのスマホアンケートを実施
  （児童・生徒：71,878人、保護者：約18,319人）
○スマホSNS安全教室の実施
・スマートフォンやSNSの利用に伴う各種トラブルから青少
年を守るため、児童・生徒と教職員等の指導者を対象に具
体的なトラブル事例とその回避策についての研修を実施
・ネットトラブルの低年齢化に対応するため、府警本部サイ
バー犯罪対策課と連携し、主に小学生を対象に年齢の近い
大学生（防犯ボランティア）が講師となり出張講座を実施

（福）青少年
支援課

3

13条指定図書類（有害図
書類）・16条指定玩具刃物
類（有害玩具刃物類）への
規制

　青少年にとって有害な図書類や玩具刃物類
の青少年への閲覧・販売等を禁止した条例遵
守のため、事業者への立入調査等を行いま
す。

第４章３． 24,606 20,684 26,495 条例に定めた処罰規定により、随時適切に対応。
（福）青少年
支援課

4
青少年の夜間外出制限施
設への規制

　青少年が夜間に利用しなければならない必
然性に乏しい青少年夜間立入制限施設に対し
て、定期的に立入調査を行うなど条例遵守の
徹底に努めることで、青少年の非行防止及び
犯罪に巻き込まれない対策を進めます。

第４章３． 24,606 20,684 26,495 条例に定めた処罰規定により、随時適切に対応。
（福）青少年
支援課

5
夜間に外出させない保護
者の努力義務

　青少年を夜間に外出させない保護者の努力
義務について周知徹底を図り、保護者の無関
心を防止し、青少年を非行行為や犯罪被害か
ら守ります。

第４章３． 24,606 20,684 26,495 条例に定めた処罰規定により、随時適切に対応。
（福）青少年
支援課

6

３条７号規定役務営業（有
害役務営業）（いわゆる「Ｊ
Ｋビジネス」）を営む者への
規制）

　青少年に悪影響を及ぼすおそれのある有害
役務営業（いわゆる「ＪＫビジネス」）に青少年
を従事させること等を禁止した条例遵守のた
め、事業者への立入調査等を行います。

第４章３． 24,606 20,684 26,495 条例に定めた処罰規定により、随時適切に対応。
（福）青少年
支援課

（１）青少年を取り巻く社会
環境の整備
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1
青少年に対するわいせつ
行為や勧誘行為等への規
制

　青少年に対するみだらな性行為やわいせつ
な行為及び違法行為等への勧誘等について
は、条例で処罰規定を設けており、青少年を犯
罪の被害者にも加害者にもさせない対策を進
めます。

第４章３． 24,606 20,684 26,495 条例に定めた処罰規定により、随時適切に対応。
（福）青少年
支援課

2
児童ポルノ等の提供を求
める行為への規制（自画
撮り被害の防止）

　青少年に対し、当該青少年に係る児童ポルノ
等の提供を求める行為を禁止しており、この規
制の適切な運用により、いわゆる「自画撮り被
害」を未然に防ぎます。

第４章３． 24,606 20,684 26,495 条例に定めた処罰規定により、随時適切に対応。
（福）青少年
支援課

1
青少年育成大阪府民会議
における府民運動の展開

　青少年問題の重要性を鑑み、広く府民の総
意を結集するとともに、青少年関係機関や団
体の連携により青少年の健全育成を図りま
す。

第４章３． 1,371 964 1,533

青少年健全育成運動の取組の一環として、「大人が変われ
ば、子どもも変わる運動」や「こども110番」運動を推進すると
ともに、青少年の社会参加活動及び地域活動を促進するた
め、「中学生の主張」や「青少年賞」等を実施。
「中学生の主張」（応募：8市、15校、1,192編）

（福）青少年
支援課

2
府立青少年海洋センター
の運営

　府立青少年海洋センターの運営を通じて、府
内の子どもたちにカヌー等の体験活動の場を
提供するとともに、府内の青少年育成団体と
連携して、様々な体験活動の機会を提供しま
す。

第４章３． 338,028 273,443 122,734
令和７年度利用者数56,711人（宿泊：26,948人、日帰り
29,763人）

（福）青少年
支援課

4
府立男女共同参画・青少
年センター（ドーンセン
ター）の運営

　府立男女共同参画・青少年センターを通じて
青少年活動に関する情報発信及び活動の場
を提供します。

第４章３． 0 0 0 令和７年度来館者数：204,937人（令和８年１月末時点）
（福）青少年
支援課

（２）青少年の健全な成長
を阻害する行為からの保
護

（３）青少年の健やかな成
長の促進
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